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患者当事者の自主的健康モニタリング効果検証 .

ＰＨＲ（パーソナルヘルスレコード） 活用による

価値共創型社会への効果的な

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） を目指して .

超高齢社会における 「日本型セルフケア」 を

促進する持続可能な新規概念とその評価モデル

うつ病患者における治療歴の有無による

ヘルスアウトカム研究 :National Health 

and Wellness Survey(NHWS) を用いた横断研究

EORTC QLQ-C30 から EQ-5D-5L index への

マッピングに対する勾配ブースティング木の適用

ISPOR 日本部会会長 ・ 新潟医療福祉大学 能登　真一

明治薬科大学 赤沢　学

加藤　良仁一般社団法人日本セルフケア推進協議会

国立保健医療科学院 橘 とも子

株式会社社会情報サービス 酒井 千春

『ISPOR 会長の任を終えて－日本部会への期待と提言』

国際医療福祉大学 池田　俊也

岡山大学 齋藤　信也

鎌江　伊三夫ISPOR 前会長 ・ 東京大学公共政策大学院

第 2 部　一般演題発表 (14:20-15:25)

第 1 部　基調講演 (13:35-14:20)

比較対照技術

【テーマ】　分析ガイドラインを考える

追加的有用性 森脇　健介立命館大学

費用の算出

総合討論

16:55 閉会の挨拶 ISPOR 日本部会次期会長 小林　慎

Japan Chapter

International Society for Pharmacoeconomics and Outcomnes Research
国際医薬経済・アウトカム研究学会（ISPOR）日本部会

第 3 部　シンポジウム (15:35-16:55)

国立保健医療科学院 福田　敬

効果指標の選択 能登　真一新潟医療福祉大学

萩原　康博東京大学大学院

座長 ：

立命館大学 森脇　健介座長 ：

座長 ：

開会の挨拶 ISPOR 日本部会会長 ・ 新潟医療福祉大学 能登　真一13:30


